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展示図書『舶来事物のネーミング』（担当：鈴木） 

 

こんにちは！ 嘱託員の鈴木です。 

 

 現在、歴史資料室の企画展示「むかしの教科書～寺子屋から学校」では「改正増補 英和対訳

袖 珍
しゅうちん

辞書」（慶応 2年〈1966〉堀越亀之助）の 2回目の展示をしております（2月 15日まで）。 

 

 この辞書は、1月 6 日配信の「あおもり歴史トリビア」№240でもご紹介したように英蘭辞典

を基に編集されており、複数人が編さんに参加していること、また当時の日本にはない事物や概

念を何とか日本人に伝えようとしているために、わかりづらい訳や矛盾がある反面、なるほど！

という訳もあるのです。 

 

 例えば whisky ウィスキーは「強キ飲料ノ名」で強い酒とは書いてありません。bread ブレッ

ドはパンではなく「蒸餅」となっていますが、bakerベイカーは「パンヲ焼ク人」です。barber

バーバーが床屋ではなく「髭剃ル人」なのは散髪の風習がなかったからでしょうか。 

 

 
 

 

 

 さて今回は、この企画展示の関連図書の中から、ちょっと面白い本をご紹介します。『舶来事

物のネーミング』（富田仁著 1991年 早稲田大学出版部 請求番号 031.4ト）という本で、100

の事例を挙げて解説しています。また、そのうち 28 の単語に関しては「改正増補 英和対訳袖

珍辞書」ではどのように訳されているか書かれています。 

 

 この本によれば、舶来事物のネーミング法を大別すると、（1）原語の発音を漢字で表記する、

（2）事物の機能・性質をとらえて造語する、（3）日本に従来からあったものになぞらえて表記

するという 3 つがあるといいます。それぞれ、（1）gas ガスを「瓦斯（ガス）」、（2）billiard

ビリヤードを「玉突き遊戯」、（3）knife ナイフを「包丁、刀」と訳しているのがそれにあたり

ますね。 

「英和対訳袖珍辞書」（歴史資料室蔵） 



 

 

 あるいはまた、中国での名称を取り入れたケースがあるといい、この本には挙げられていませ

んが、railroad・railwayレールロード・レールウェイを「鉄道」ではなく「火輪車ノ道」とし

ているのが、そのケースではないかと思います。火輪車とは蒸気機関車のことです。これは上手

いネーミングだなと思ったのですが、調べてみたところ 1800 年代に中国に渡った外国人宣教師

らが蒸気機関車を火輪車と表現したものが、日本にも伝わっていたものと思われます。その後、

鉄道が開通する明治の初め頃まで日本でも蒸気機関車を火輪車とも呼んでいました。 

 

 この『舶来事物のネーミング』は、図書館 8階の関連図書のコーナーに展示しておりますので、

よろしければご覧になってくださいね。 


